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ⅠⅠⅠⅠ. はじめに　　はじめに　　はじめに　　はじめに　　　本研究シリーズでは 25 年以上、同一施肥･同一作物条件で栽培が行われ

てきた試験圃場を用い、どの様な違いが畑地に現れているか検討している。本報では根の分

布について、その相対的な重量分布を求めることで比較検討した。

ⅡⅡⅡⅡ. 調査圃場について　　調査圃場について　　調査圃場について　　調査圃場について　　　調査試験区は、明治大学生田校舎南圃場肥料三要素連続施肥試

験区のトウモロコシ栽培区の NK施肥区と NPK施肥区である。関東ロームの立川ローム層に

位置する。調査圃場の概略と調査試験区の位置を Fig. 1に示した。圃場の設計は、施肥条件

4種類の 6連であり、各試験区の配置は乱塊法で定め、Fig. 1のような施肥条件となっている。

一試験区の大きさは約 2.2m×5.0m(短辺×長辺)である。1974年から同一施肥同一作物条件で

一年一作の連作栽培が行なわれてきた圃場である。2000 年 8 月に Plot33 と Plot45 の二試験

区について調査を実施した。各試験区の東寄りを南北方向に土壌断面を作成し(Fig. 1中の破

線部分)、そこから水平方向に 100ml採土円筒を打ち込むことにより不攪乱試料を採取した。

試料の採取箇所は Fig. 2に示すとおりである。作条間の根の分布を把握するために Fig. 2の

ような採土箇所を設定した。Plot33は、鉛直方向 7深度(地表面下 10,25,40,55,70,85,100cm)、

水平方向 7～13ヶ所(主として 10cm間隔)の合計 77ヶ所、Plot45は、鉛直方向 8深度(地表面

下 10,25,40,55,70,85,100,115cm)、水平方向 5～14ヶ所の合計 93ヶ所から採土した。
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ig. 1　　調査圃場の概略と調査試験区の位置
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採土位置(・)付近の数字は根重量(g)を示す
残留物については目視による根の残存確認が取れ

ることが分かる。Plot33では概ね地表面下 40cm

は地表面下 100cm程度まで分布している。この二

。Plot33の A層厚は 40cm、Plot45の A層厚は 77

が分布し、Plot45 でも根の大部分が A 層内に分布

干関与しているであろうが、A層の厚さが根の分

られる。

モロコシ栽培畑で A 層厚が異なる二試験区を調

ていることを示した。
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Fig. 3    全篩残留重量合計値分布状況
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Fig. 2    土壌断面における採土位置と根重量
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査したところ、A 層内

書店,p.378-380.
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